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 夏休み直前。子どもたちは，どこか“ソワソワ”したり“落ち着かなか

ったり”しているかもしれません。そんなとき，子どもたちのトラブルは

いつも以上に増えることがあります。トラブルが発生した際，それを解

決し，気持ちよく夏休みに入れるような，ちょっとした振り返りの工夫

を紹介します。（もちろん，２学期以降にも活用できます） 
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◇「キラッ☆と輝く 子どもの 

先生の 笑顔」 

◇家庭学習の充実を考える① 

 夏休みの家庭学習を見直して

みませんか？    ……４ 

トラブルを子どもと一緒に振り返る工夫 

～ 子ども自身の自己理解を深め、子ども同士・先生をつなぐ ～ 

 

 

           ＊ ４コマまんがのように 

           ＊ 台詞を書き込みながら 

           ＊ 棒人間等で簡単に 

           ＊ コマを書き加えながら「次はこうすると

いいよね」と一緒に考えましょう。 

 

 

 

                       ＊フローチャート 

                        式で，流れが分 

                        かるように。 

                         

ベターな対応 

 

 

これらの【振り返りのいいところ】は・・・ 

①：時系列をハッキリさせることができる 

②：視覚的に残るので，子どもの中で具体的な行動を意識しやすい 

③：紙ベースの記録になり，後々，振り返りの再活用ができる 

                               など 

 
よし，次困ったら 

まず先生に話そう 

 

小学校低学年や 

場面を想起しにくい子ども向け 

 

小学校高学年や 

より良い行動を一緒に考えたい子ども向け 

 
仲間に入れてもらえない 

なんでだ！この～！ 

石を投げ，ぶつけた 

けがをさせ怒られる 
先生に「○君が入れ

てくれない」と言う 

トラブルが重なる場合は，一回の指導でベストな解決に至ることは

容易ではありません。そんなとき，まず，ベターな行動を子どもと一

緒に考え，次の行動に導く ことを意識してみませんか？ 自分の行

動を振り返る。それは，自己解決力向上 の第一歩です。 

 

ポイント 

 

振り返りが言葉のやり取りだけに

なると，記憶にも残りづらく，きつ

い口調で指導されれば，その刺激の

強さだけが頭に残り，指導の内容は

その子に伝わらなくなります。 

 何人かの子どもに，別々に話を聞

いていくと，つじつまが合わないこ

ともあります。話の整合性をとるた

めにも有効です。 
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信州型コミュニティスクール推進セミナーを開催しました 
 県内各地の学校で「地域とともにある学校づくり」の取組が進められています。北信地区でも，それぞれの学校で
地域の特色や地域とのつながりを生かした多様な取組が行われています。 
 信州型コミュニティスクールのさらなる充実に向けて，長野・中野・千曲の３会場で信州型コミュニティスクール推進
セミナーが開催されました。 

 
コミュニティスクール（ＣＳ）に関わる，教職員・社会教育委員・コーディネーター・ボラ

ンティアなどさまざまな立場の方が集まり，活発な情報交換が行われました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

初任者と５年経験者が，互いに実践を持ち寄り，学び合う研修です。 

〇慣れた時ほど，自分のあり方を見つめ返さなければならないと感

じました。初任の先生は，「子どもの目線に立つこと」を大事に

授業されていました。自分はどうなのかとハッとさせられまし

た。（５年経験者） 

〇初任の先生は，細かく丁寧に教材研究をしていました。子どもに

主体的な姿を求めるなら，教師自身も，自ら学び続ける姿でいる

ことが大事であると気付かされました。（５年経験者） 

〇自分がどんなことを大事にしたいのか，できていること，できて

いないことについて気付くことができました。子どもの中に「問

い」が生まれる授業をしたいと思いました。（初任者） 

〇５年目の先生方が，私たちの不安に共感され，いろいろな視点か

らアドバイスをしてくれました。悩みは尽きないですが，「明日

からやってみよう」という活力が湧いてきました。（初任者） 

心強く頼りになる先輩が，どの職場にもおられると思います。困ったことがあるときには，先輩に相談
をしてから実践すると，安心して挑戦することができますね。 

 

５年目の先生方も，初任の先生方のお話を聞くことで，教師を志した時の気持ちを思い出したよう
です。「初心忘るべからず」という気持ちで，子どもと向き合いたいですね。 

 

【参加された皆さんの声】 
・いろいろな立場の方からの意見をお聞きすることができ、やる気がでてきました。
皆さんと会話することそのものが、ＣＳの基本ではないかと思いました。 

・他校の様子、公民館の館長さん、教育委員会の方々の考え方を知り、勉強になりま
した。 
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7 月 9日(火)，飯綱町民会館において「令和元年度北信地区人権教育研修会」を開催しました。 

 

講演会「みんな違って，みんないい～性の多様性について考える～」 
 「ダイバーシティ信州」に所属し活躍している二人を講師に

むかえ，「性の多様性」について考える講演会を行いました。 

「ダイバーシティ信州」は，さまざまな「違い」を尊重して

受け入れ，多様な人が生きやすい世の中を実現していくための

活動を行っている長野県内の団体です。 

講演会では，性的少数者（いわゆるＬＧＢＴ）の方々の生き

にくさや性的少数者の方への対応の仕方について学ぶことが

できました。 

生きにくさについては，まだ社会は異性愛中心主義であり，

性別二元論があたり前であることにより，自分のマイノリティ性がばれないように隠さざるを

得ない（クローゼット）つらさがあるそうです。また，何気ない一言が当事者の方にとって傷つ

くことがあるそうです。私たちは，言葉を発する時，この言葉は，傷つく人がいるかもしれない

という想像力を働かせることが大切だと教えていただきました。 

これからの対応としては，性別による色分けやグループ分け，名前の呼び方（君，さん），公

共の場において本名で呼ばないなどの配慮の必要性を教えていただきました。 

講演を通して印象に残ったのは，「（性的少数者について）肯定的に関わってくれる大人の存

在」という言葉です。きっと学校には，生きにくさを感じながら生活を送っている子どもたちが

いるはずです。私たち教師が，肯定的に関わることで性的少数者の子どもたちが安心して生活で

きる学校となっていくのはないでしょうか。 

「みんな違って，みんないい」そんな学校をつくっていく必要性を改めて感じる講演会でした。 

 
【参加者の感想から】 

○性的マイノリティの方々がどのような気持ちで思春期を過ごし，どのような生きにくさを抱いて現在

を生きているのかが当事者の方の言葉としてよく理解できました。 

○『決めつけない』『想像力を働かせる』『自分の中の多様性』という言葉が心に響きました。この講演会

に来なければ気づけないことがいっぱいありました。 

○知らないが故に発してしまった言葉が当事者にとっては傷つく言葉であって，深くつきささるという

お話が心に残りました。知ること，知ろうとすること，そして気遣いをしていけるようになりたいす。 

○学校の中で性のなやみをもった子どもに会ったことはありませんが，学校内には，このような子ども

への配慮に欠けた面や押しつけが多くあると思います。多様な方々がいるということを忘れないで子

どもに接していきたいです。 

 

＜分科会＞※午後に行われた分科会の内容と発表者 

①学校における人権同和教育の取組          須坂市立森上小学校 教諭 野田久美子さん 

②企業におけるダイバーシティの取組       春蘭の宿 さかえや 代表取締役 湯本晴彦さん 

                                    スタッフ 梅澤有里さん 

                                   スタッフ 小林未来さん 

③女性の人権の取組                参画コラボの会＠信州 代表 気賀沢葉子さん 

④外国人の人権                長野県国際課 国際交流員 メーガン・ダングさん 

長野県国際課 国際交流員 李妮さん  

長野県国際課 国際交流員 呉鍚英さん  

長野県国際課 国際交流係 横山紗央里さん  

 ⑤ワークショップ『語り合い気づこう人権』   東信教育事務所生涯学習課指導主事 園部勇一郎さん 
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家庭学習の充実を考える① 

夏休みの家庭学習を見直してみませんか？ 
新しい小学校（中学校）学習指導要領総則「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」にお

いて，「児童（生徒）が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設けるなど，児童（生徒）の興味・関心

を生かした自主的，自発的な学習が促されるよう工夫すること」が示されました。 

   また，全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙の中の「家で，計画を立てて勉強していますか」につ

いて，長野県の子どもたちの肯定的な回答の割合は年々高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校訪問で出会った「笑顔」を
コラム風に紹介します 

Ｋ
君
に
と
っ
て
の
「
相
棒
」
と
は
何
な

の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
Ｋ
君
は
「
親
友
」

を
「
相
棒
感
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
先
生
は
優
し
く
Ｋ
君
に
問
い
返
し

た
。
「
あ
い
ぼ
う
っ
て
ど
ん
な
人
？
」

「
Ｙ
く
ん
と
Ｔ
く
ん
」
な
ん
と
微
笑
ま

し
い
答
え
な
の
だ
ろ
う
。
Ｋ
君
は
自
分

に
と
っ
て
の｢

親
友
」
の
名
を
答
え
た

◆
授
業
は
、
が
ま
く
ん
の
会
話
に
つ
い

て
考
え
る
場
面
に
な
る
。
『
と
て
も
い

い
お
手
紙
だ
』
の
「
と
て
も
」
が
あ
る

と
無
い
と
で
は
、
か
え
る
く
ん
の
気
持

ち
は
ど
う
違
う
の
か
。
Ｋ
君
が
挙
手
を

し
た
。
「
と
て
も
が
あ
る
と
あ
い
ぼ
う

感
が
さ
ら
に
わ
い
て
、
ま
た
お
手
紙
を

書
き
た
い
っ
て
思
う
」
続
け
て
「
ず
ー

っ
と
一
緒
に
い
た
い
っ
て
思
う
」
と
発

言
し
た
。
こ
こ
で
Ａ
先
生
の
あ
た
た
か

な
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
る
。「
お
～
、
と

て
も
が
あ
る
だ
け
で
、
一
緒
に
い
た
い

っ
て
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
ね
」
う
な
ず

く
Ｋ
君
。「
Ｙ
さ
ん
、
Ｔ
さ
ん
、
ど
う
？

し
あ
わ
せ
？
ず
～
っ
と
一
緒
に
い
た

い
っ
て
思
う
ん
だ
っ
て
」
照
れ
な
が
ら

う
な
ず
く
Ｙ
君
と
Ｔ
君
。
三
人
は
目
を

合
わ
せ
微
笑
ん
だ
。
や
り
取
り
を
見
て

い
た
周
囲
も
微
笑
み
、
教
室
全
体
が
笑

顔
に
な
り
三
人
の
気
持
ち
を
全
員
で

共
有
し
た
◆
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く

ん
の
関
係
を
、
Ｋ
君
は｢

親
友｣

と
い
う

言
葉
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
自
身
の
生
活

経
験
と
重
ね
て
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん
の
気
持

ち
に
迫
っ
た
。
「
ず
～
っ
と
い
っ
し
ょ

に
い
た
い
」
と
。
そ
の
子
の
考
え
の
理

由
に
は
、
そ
の
子
の
背
景
、
た
と
え
ば

生
活
経
験
が
現
れ
る
。
Ａ
先
生
は
そ
れ

を
あ
た
た
か
く
認
め
た
。 

 

『
親
愛
な
る
が
ま
が
え
る
く
ん
。
ぼ

く
は
、
き
み
が
ぼ
く
の
親
友
で
あ
る
こ

と
を
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
き

み
の
親
友
、
か
え
る
』
作
品｢

お
手
紙
」

に
あ
る
心
温
ま
る
一
節
で
あ
る
◆
教

科
書
に
は
、
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん

が
肩
を
並
べ
て
お
手
紙
を
待
っ
て
い

る
挿
絵
が
あ
る
。
が
ま
く
ん
と
か
え
る

く
ん
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
会
話
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
た
ち

は
、
二
人
の
気
持
ち
を
考
え
始
め
た 

◆
Ａ
先
生
が
大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
音

読
し
た
。
「
親
愛
な
る
が
ま
が
え
る
く

ん
。
ぼ
く
は
、
き
み
が
ぼ
く
の
友
だ
ち

で
あ
る
こ
と
を
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
き
み
の
友
だ
ち
、
か
え
る
」 

◆
「
ん
？
」
子
ど
も
た
ち
が
反
応
す
る
。

｢
(

親
友
と)

変
わ
ら
な
い
け
ど
、
え
～

な
ん
か･

･
･
｣
｢

が
ま
く
ん
が
か
わ
い
そ

う
だ
よ
～｣

い
ろ
い
ろ
な
つ
ぶ
や
き
が

教
室
中
か
ら
聞
こ
え
る
。｢

な
ん
か
ち

ょ
っ
と｣

Ｋ
君
も
つ
ぶ
や
く
。｢

友
だ
ち

だ
と
気
持
ち
は
ど
う
ち
が
う
の
か

な
？｣

Ａ
先
生
が
問
い
か
け
た
。｢

親
友

は
、
ず
っ
と
友
だ
ち
だ
け
ど
、
友
だ
ち

は
、
あ
ん
ま
り
遊
ん
で
な
い
よ
う
な
感

じ
が
す
る｣

と
Ｓ
さ
ん
が
答
え
る
。
続

け
て
Ｋ
君
が
答
え
る
。｢

親
友
だ
と
あ

い
ぼ
う
感
が
あ
る
け
ど
、
友
だ
ち
だ
と

知
り
合
い
と
い
う
感
じ｣

こ
の
発
言
に

周
り
の
子
が
Ｋ
君
を
見
つ
め
る
。
◆ 

Ａ
小
学
校
の
二
年
生
国
語
よ
り 

 

「
お
手
紙
」
に
出
て
く
る
が
ま
く
ん

と
か
え
る
く
ん
の
姿
を
通
し
て
「
親

友
」
を
解
釈
す
る
Ｋ
君
。
友
だ
ち
の
名

前
を
挙
げ
な
が
ら
「
親
友
」
を
解
釈
す

る
Ｋ
君
を
Ａ
先
生
は
あ
た
た
か
な
ま
な

ざ
し
で
包
み
込
ん
で
い
く
。 

【このエピソードから大事に考えたいこと】 

○文学的文章の解釈を行っていると、子どもは様々なことを想像し発言します。その一つ一つの発言の背景を考えてみ

ましょう。その子らしい学びが見えてくると思います。 
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平成 30年度「夏休み期間のあり方検討委員会」では，夏休みが子どもたちの主体的，自律的な学

びの場となるよう，例えば，一斉一律の宿題を見直すことを提案しています。   

これから始まる夏休みの家庭学習も一斉一律の家庭学習を見直すチャンスです。各自の課題に合わ

せて自分で計画して取り組める家庭学習となるよう，教科会や学年会，職員会議等で検討を進めまし

ょう。 
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